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プラグイン導入方法



１．プラグイン導入

■プラグインを導入したいkintone環境のシステム管理に入ります。
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右上の歯車マークを押すと項目が現れます

項目からkintoneシステム管理を選択

します。

(kintoneシステムの管理権限が必要

です）



１．プラグイン導入

■システム管理のプラグインに入りダウンロードしたファイルを読み込みます。
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読込ボタンを押すと下記の表示がされるので参照

からダウンロードしたファイルを選択してください。



１．プラグイン導入

■テーブル展開プラグインが表示されていれば導入完了です。
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設定方法



１．テーブル展開プラグインのイメージ

■このプラグインは、展開元アプリのテーブル1行を展開先アプリの1レコードとして登

録します。そのため、テーブルのある展開元のアプリと展開先となるアプリが必要にな
ります。
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１．テーブル展開プラグインのイメージ

■展開元アプリを保存する際に、展開元アプリのテーブル１行を展開先アプリの1レ
コードとして登録します。
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１．アプリへの設定方法 － 展開元アプリのフィールド用意

■展開元のアプリを用意します。
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※既存のアプリを展開元にする場合、展開先のアプリのフィールドに既存アプリ
のテーブルレコードと種類が一致するフィールドを登録してください。
（展開したいフィールドのみでも使用できます）

展開元となるキーフィールド設定（P.18）

任意のキーを指定したい場合に作成してください。

フィールド条件

文字列（1行）フィールド

必須項目 重複禁止 設定が必要



１．アプリへの設定方法 － 展開先アプリの作成

■展開元アプリのテーブルの項目を、展開先アプリに用意してください。
    サブテーブルからサブテーブルには展開できないため、展開先は単一フィールドを
設定してください。
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展開先アプリ内に必須項目や重複禁止が含まれているフィールドがある場合、
エラーが起こる恐れがあります。

１．アプリへの設定方法 － 展開先アプリの作成

■展開先アプリのフィールドの紐づけ設定について
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１．アプリへの設定方法 － 展開先アプリの作成

■展開先アプリに文字列(１行)フィールドの「アプリキー」と「テーブルキー」を追加して、
アプリの公開をします。
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文字列（１行）で作成してください

保存時に展開元のアプリキーと

テーブルキーはテーブルの行番

号が格納されます。

アプリキー

展開元アプリレコードと展開先アプリレコードをつなぐ

ための情報項目

テーブルキー

展開元アプリレコードのサブテーブルがどの行のもの

なのかを保存する項目

展開元アプリのプラグイン設定は後ほど説明します



１．アプリへの設定方法 － 展開先アプリの設定

■アプリの設定画面の「設定」タブから「APIトークン」をクリックします。

14



１．アプリへの設定方法 － 展開先アプリの設定

■生成ボタンを押下後、以下のようにアプリ管理以外の項目にチェックを入れて保存
    してください。保存を行わない場合、設定は有効になりません。
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以下の項目にチェックを入れた

後に保存を行う

・ レコード閲覧

・ レコード追加

・ レコード編集

・ レコード削除



２．アプリへの設定方法 － プラグインの追加

■展開元アプリにテーブル展開プラグインを導入します。

16



２．アプリへの設定方法 － プラグインの追加

■以下の手順にしたがって、アプリにプラグインを追加してください。

①「＋追加する」をクリック

②「テーブル展開プラグイン」にチェック

     を入れ、「追加」をクリック

17



２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■以下を入力したのち、取得をクリックしてください。

展開元アプリの展開するテーブル

フィールドの選択
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展開先アプリのAPIトークンの設定

展開先アプリIDの設定

更新する際に展開元のテーブルが削除されていた場合、展開先のレコードが削除されます。

チェックを付けていた場合、削除の際にエラーが表示されます。



２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■取得ボタンを押下してアプリを確定し、設定項目を入力したのち保存をします。
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展開先アプリのアプリキーを設定

展開先アプリのテーブルキーを設定

アプリ情報

テーブル情報

展開元アプリのフィールドと展開先アプリの

フィールドの紐づけを設定

【注意】

アプリ情報「キーを格納する展開先のフィールド」と

テーブル情報の「行番号を格納する展開先のフィールド」

には同じフィールドを設定することができません。

以降のページで詳細について説明をしています



２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■フィールドの指定を行うことで、展開元アプリのデータ移行等を行うことができるよう
   になります。
   それぞれ展開元アプリのフィールドを設定します。
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展開元のキーとなるフィールド

任意のキーを指定したい場合は

文字列１行のフィールドで作成し

てください。（P.7）

行番号を設定するフィールド

数値フィールド

テーブルに追加する必要がある

・『フィールドの表示を消す』でフィールドが非表示になる

・『フィールドを操作不可にする』で操作不可状態

でフィールドは表示される
行番号は、展開元のアプリのテーブル行と展開先のレコードを紐づけ
るための要素で、行の追加・削除に応じて自動で割り振られます
行番号は展開先アプリの「テーブルキー」に格納され、テーブルの行
情報を連携します



２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■行番号を設定するフィールド
『フィールドの表示を消す』でフィールドが詳細・編集画面で非表示になる
『フィールドを操作不可にする』で操作不可状態でフィールドは表示される
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２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■展開するフィールドを設定します。
    展開元に設定した項目が展開先に展開されます。

22次のページに展開先のフィールドに設定できる対応フィールドを記載しています

展開元のフィールドが空白の
場合、展開先のフィールドを
上書きしないようにします。



２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定

■展開先アプリの展開データのフィールド形式として設定できる対応フィールド一覧
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展開先のフィールド展開元のフィールド



２．アプリへの設定方法 － プラグインの設定（その他）

■プラグインの設定をjsonファイルで保存し、設定ファイル読み込みでjsonファイルを
読み込ませると、同じ内容を設定できます。
保存したjsonファイルは、設定のバックアップ等で使用できます。
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3．アプリへの設定方法 － プラグインの設定をアプリに反映する

■最後に、アプリの設定画面から「アプリを更新」ボタンをクリックし、プラグインの設定
    を反映してください。

    「アプリを更新」をクリックするまで、プラグイン設定はアプリに反映されませんのでご注意ください。
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利用方法



１．アプリへの設定方法 － 展開元アプリの設定

■展開元アプリにレコードを作成します。
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１．アプリへの設定方法 － 展開元アプリの設定

■展開元アプリにレコードを作成して保存します。保存すると展開先アプリに展開され
ます。

28

アプリキーを設定している場合、キーを入力します。

展開先のフィールドが重複禁止設定であるとエラーになる可能性があります。



１．アプリへの設定方法 － 展開アプリの設定

■展開元アプリのサブテーブルで設定したフィールドが、展開先アプリに展開され
ます。展開元アプリのサブテーブル１行が展開先アプリの１レコードになります。
設定していない項目は書き換えられません。
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１．アプリへの設定方法 － 展開アプリの設定

■展開元アプリのレコードを更新した場合、展開先アプリのレコードも更新されます。
アプリキーとテーブルキーで一致しているものが対象です。

30

レコードの保存時と削除時のみ保存

が実行されます。

CSVファイルの読み込み時等の場

合はプラグインは実行されません。



１．アプリへの設定方法 － 展開アプリの設定

■展開先アプリの項目を変更しても、展開元のレコードは更新されません。
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１．アプリへの設定方法 － 展開アプリの設定

■展開元テーブルのレコードを削除した場合は、展開先アプリのレコードも削除されま
す。
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